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たたかいの方針を全体で確認！ 
自治労中央本部第 87回定期大会 多くの発言で運動方針を補強！ 

   

8月 28～29日にかけて大分県別府市において、自治労中央本

部第 87回定期大会が開催された。 

冒頭氏家委員長から、①今年の人勧は、連合の基本給の引上

げにこだわった運動の成果であり、今後は、人勧の適用につい

て政治の駆け引きに使われないようにする取り組みが重要で

ある。②給与の総合的見直しについては、秋期闘争期には、行

わせない取り組みの強化が必要であるとの挨拶があった。 

                              氏家中央執行委員長 

 

その後執行部より、一般経過報告を行い、各県代議員より質疑討

論が行われた。 

北海道本部からは藤盛副委員長が、保育職場の現状として、道内

保育所では 36 協定について労使ともに認識不足の実態や、保育士

の処遇改善に向けて、男女がともに、組織拡大・強化、非正規、地

域課題など複数の課題につながる全体の課題ととらえて取り組み

を進めてほしいと要請を行った。 

   藤盛副委員長 

 

新規加盟組合の報告として、

北海道から、函館市公共サービ

ス労組が紹介された。全国でこ

の 1 年間で 5,000 人の仲間が新

たに加盟を行った。 

午後からは、第 1 号議案から

第 3 号議案が提起され、質疑討

論がおこなわれ、1日目を終了し

た。1日目終了後に新規加盟の歓

迎レセプションが行われた。   工藤委員長（函館公サ） 左端     工藤委員長と 杣谷（そまたに）中央副委員長 

 

2日目も引き続き、質疑討論が行われた。討論は主に、①人勧・給与制度の総合的見直し②新た

な政治対応方針③反戦・脱原発の取り組み④マイカー共済の掛け金変更、の内容について多くの

発言がされた。 

北海道本部からは蒲池財政局長が①給与の総合的見直しについて、政府が御用学者を活用する

のであれば、自治労としても学識経験者や弁護士等を活用し理論的反論をすべき、人事委員会勧

告期の対策として、総合的見直しの勧告をさせないことはもとより、勧告が避けられない場合に     
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は、水準引き下げに伴う経過措置について対策を強化し、具体的

な対応について全国で統一的な対応の方針化を行うこと②集団的

自衛権を許さない取り組みとして、北海道では民主党・連合・平

和フォーラムと共闘し、憲法問題の連続講座の開催や、集団的自

衛権行使容認を許さない集会を行ってきた。安倍政権の暴走を食

い止めるためにも、大衆闘争のさらなる発展と構築を要請する。

③来春の統一自治体選の中で、広範な中道・リベラル勢力の結集

に向けて、大きなうねりを北の大地からつくる決意である。との

発言を行った。                               蒲池財政局長 

 

全体の質疑に対する本部答弁としては、①給与の総合的見直しの

具体的対応は、9 月 12 日、9 月 30 日の闘争委員会で決定し各単

組へ提起を行う。今後も総務省、国会、対策を行う。②人事評価

制度の取り組みとしては、導入にあたり労使交渉により、当局と

組合が納得しなければ反映させないことを国会答弁で確認して

いる。先行導入単組の事例を収集し、各単組へ情報の提供を行う。

③集団的自衛権行使容認については、平和運動フォーラムと連携

して取り組みを行う。 
 ２日間に渡り議論が行われた会場 

 

④新たな政治対応方針については、政党と労働組合は政策がイコールではないため、個別事案

で連携をしていく。原発問題も連合産別で考えの隔たりがあるが推進から脱却に向かっているの

は自治労の意見が反映されている。連合は世論への訴えが弱いため労働問題だけではなく、社会

問題を訴えていく必要がある。⑤マイカー共済について、統合後直ぐに掛金を改定しなければな

らなかった原因については資料を作成し提示を行う、掛金の引上げ上昇を緩和するため団体割引

の率の引き上げは、過去２年間の取り扱い実績が反映される条件もあるため検討が必要。等とそ

れぞれ行われた。 

 

その後、議案の採決を行い、圧倒的多数で運動方針を確

認し、大会決議（案）と大会宣言（案）を採択し、大会

を終えた。 

 

渡島地方本部 参加者 

左より 小野寺さん（七飯町労連）、柴田（渡島書記長） 

外崎さん（函館市職労）、工藤さん（函館市公サ労） 

 

 暑さと、最終日の雨にも負けず、みなさんご苦労さま

でした。 

 

今後の地本の日程 

 

９月４～７日 第２８回全日本自治体職員等野球選手権全国大会 札幌市・江別市 

９月６日   ささだ浩ビールパーティー           はぴあ八雲 

９月７日   集団的自衛権について語り合う集い       森町公民館 

９月８日   逢坂誠二政経セミナー             函館国際ホテル 

９月８月   渡島地方本部第２回役員選考委員会       函館市役所 

９月 25～26日 道本部第 56回定期大会             ポールスター札幌 

10月４日     泊原発の再稼働を許さない 10.4北海道集会    札幌市大通公園 

10月 18日  渡島地方本部第 9回執行委員会 議案審議     ホテルテトラ 


